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1F 事故で形成された燃料デブリは炉内環境において経年変化を起こす可能性がある。本研究では、ウラン-ジ

ルコニウム-ステンレス鋼系模擬デブリの安定性を調べるため、放射線分解影響を模擬した過酸化水素水溶液

への浸漬試験を行い、浸漬による金属元素の溶出挙動を調べ、変質相の形成について考察した。 
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1. 緒言 

東京電力福島第一原子力発電所（1F）事故で生じた燃料デブリは水と接触した状況にあり、使用済燃料等

に関する知見に基づけば 1、取り出し完了までの期間を考慮すると燃料デブリが経年変化を起こす可能性が考

えられる。この経年変化の要因の一つとして、水の放射線分解で生じる過酸化水素（H2O2）による酸化反応

が挙げられる。そこで、模擬燃料デブリを用いて H2O2 水溶液中での反応を調べた。 

2. 実験 

二酸化ウラン（UO2）粉末とステンレス鋼（SUS304）粉末、

及び金属ジルコニウム（Zr）もしくは酸化ジルコニウム（ZrO2）

粉末の混合物から表 1 の条件で模擬デブリを調製した。この模

擬デブリ試料 0.2g を 7mmφのディスク状に圧縮成形、樹脂上に

固定し、H2O2 水溶液に 30 日間浸漬した。 

3. 結果と考察 

浸漬液の分析結果を図 1 に示す。模擬デブリ試料からの U 溶

出は 5μmol･dm−3 以下と、H2O2 消費量よりも一桁低い濃度であっ

た。また、UO2 試料では U 濃度の低下が観測され、模擬デブリ

試料の結果にも浸漬日数の経過によって U 濃度が増加する傾向

は見られなかった。この U 溶出挙動から、溶液中の U が析出し

たことが示唆される。UO2 の H2O2 水溶液への浸漬では、ウラニ

ル過酸化物が変質相として形成されることが知られており 2、同

様の反応が模擬デブリ試料でも進行したことが示唆される。 
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図 1：UO2-Zr-SUS 模擬デブリからの U 溶

出（上）と残存 H2O2 濃度（下） 

表 1：UO2-SUS-Zr 模擬デブリ調製条件 
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